
62th
第9分科会

学校安全

■　分科会の趣旨　■

　3.11東日本大震災の発生以降，様々な地域にお
いて大きな地震の連動発生や異常気象による自然
災害がもたらす被害が一段と危惧されている。ま
た，交通事故や不審者犯罪をはじめとして子ども
が被害者となる事故・事件の発生，さらには，新し
い感染症や児童虐待，携帯電話やインターネット
に関わる犯罪といった新しいリスクの顕在化等，
子どもたちを取り巻く危機的状況は多様化し深刻
さを増している。
　こうした現状において，学校には，安心・安全
な教育環境を確保するとともに，安全に関わる知
識，危険予測・回避能力等を子どもたちに育んで
いく安全教育に取り組むことが求められている。
加えて，子どもたちに予測できない事態が起こっ
た時，当面する課題に向き合い，自ら判断し行動
できる力を身に付けることができるようにするこ
とも求められている。　　　
　そのため，校長は，組織的かつ計画的に組み立て
た教育活動を基盤に，家庭・地域・関係機関と連
携・協働を図りながら，子どもの命を守るための
諸課題に適切に対応していかなければならない。
　本分科会では，子どもたちの安心・安全を確保
し，家庭・地域・関係機関と連携し対応する体制
づくりや命を守る防災教育・安全教育を推進する
ための具体的方策と成果を明らかにする。

■　研 究 の 視 点　■

⑴　自ら判断・行動できる子どもを育てる防災教
育・安全教育の推進
　学校は子どもたちが安心して学ぶことができる
安全な場所でなければならない。そこで，学校で
は，子どもの安全を確保するための防災・安全に
ついての学習及び多様な訓練の機会を十分に確保
する必要がある。さらに，「自分の命は自分で守
る」「自ら判断して行動できる」といった視点を大
切にし，発達段階に応じた体験的学習を工夫し，
危険予測・回避能力を育んでいくことが求められ
ている。
　このような視点から，子どもが主体性をもって
災害や事件・事故等から自らの命を守る危険予
測・回避能力をはじめ，自ら判断し行動できる力
を身に付けることができるための防災教育・安全
教育を推進するために校長の果たすべき役割と指
導性を究明する。

⑵　家庭・地域等との連携を図った組織的かつ計
画的な防災教育・安全教育の推進
　学校は，子どもの安全を確保するために最大限
の努力をすることが求められている。しかし，学
校だけの取組では，課せられた役割を全うするの
に限界があり，家庭・地域・関係機関との連携や
協働がより重要となってくる。
　そこで，次世代の地域防災の担い手となる子ど
もたちが，自らの安全は自らの力で守る「自助」，
自らの地域は皆で守る「共助」の考え方を理解し
行動できるよう，学校・家庭・地域がそれぞれ役
割を明確にして協力していく必要がある。さらに，
地域全体の防災力向上のため，地域と連携した取
組の推進が必要となる。
　このような視点から，家庭・地域等との連携を
図った組織的かつ計画的な取組を推進するために
校長の果たすべき役割と指導性を究明する。
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　平成23年 3 月に発生した東日本大震災が学校現場に与
えた衝撃は大きく，我が国において，改めて学校防災の
在り方を考え直す機会となった。また，本道において昨
年 9月 6日に発生した胆振東部地震が，想定外の大規模
停電を引き起こしたことは記憶に新しく，学校防災に関
わる課題の早急な解決が望まれている。
　しかし，学校を取り巻く危険は，地震や津波，台風な
どの自然災害，火災や原子力災害だけではなく，交通事
故，感染症，児童虐待，携帯電話やネットに関わる犯罪
やいじめ，侵入者，熱中症，さらには個人情報管理等，
多岐にわたる。これらを意識しながらも，自然災害に対
する危機管理は学校安全の基礎的・基本的なものになる
と考える。
　十勝地方では平成28年 8 月に，観測史上初めて 1週間
に三つの台風が上陸し，大雨による河川の氾濫，浸水被
害，土砂崩れなど様々な被害が出た。また，道路の欠損
による交通網の被害，水道設備の破損による断水等によ
り，一部の学校では避難所が開設されるなど，教育活動
の維持や対応に苦慮した。
　こうした現状において，児童生徒等に対する防災教育
を充実させることは，学校現場における最優先課題の一
つであり，学習指導要領では，その総則において，安全に
関する指導について示されている。学校においては，家
庭や地域社会との連携を図りながら，日常生活において
安全に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安
全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう，地
域ぐるみの防災教育を推進することが重要である。
　このように，防災教育で目指している「災害に適切に
対応する能力の基礎を培う」ということは，「『生きる力』
を育てる」ことと密接に関連している。安全で安心な信
頼される学校を実現するためには，様々な自然災害への
対応を念頭にした安全教育の推進が求められる。
　これらを踏まえ，十勝小・中校長会では，「防災教育」
に焦点を当てた研究主題を設定し，安全で安心な信頼さ
れる学校づくりの実現に向け，「『生きる力』を育てる防
災教育の充実」を図る校長の役割について追究していく。

１　研究のねらい
　本研究では，「生きる力」を育てる防災教育の充実にお
ける校長の役割を追究する。

２　研究推進の視点
⑴　視点 1　機会創設
①　知識・技能の習得を図る学習機会の創設
②　危険予測・危険回避能力を育む学習機会の創設
③　知識・技能と当事者意識を高める職員研修機会の
創設

⑵　視点 2　連携構築
①　積極的な働きかけによる家庭や地域，関係機関と
の連携の構築

②　防災教育，職員研修における地域等との連携の構築

３　研究推進の視点にかかわる校長の役割
⑴　視点 1　機会創設
①　教職員の防災意識・知識の向上と校内体制の構築
②　発達段階に応じた体系的で実践的な防災教育の推進
⑵　視点 2　連携構築
①　家庭や地域，関係機関との連携・協働に関わる体
制の構築

②　地域防災計画や地域の防災力を活かした防災教育
の推進

４　研究方法
　当校長会会員に，平成29年度，30年度と 2回のアンケー
ト調査を実施した。
　 1回目のアンケート調査では，「児童生徒」「教職員」「家
庭・地域・関係機関」の三つの関わりにおける防災教育
の現状を把握した。そこから，防災教育の充実に向けた
校長の意識や，自校の具体的取組の改善を促した。
　さらに， 2回目のアンケート調査で，具体的取組事例
の収集と防災教育の進捗状況やその変容等を分析し，研
究の成果と課題を整理した。

５　研究内容
⑴　実態把握（平成29年度）
　 1回目アンケート調査による「生きる力」を育てる

Ⅰ　趣　　旨
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「生きる力」を育てる防災教育の充実と校長の在り方
〜安全で安心な信頼される学校づくり〜

Ⅱ　研究の概要
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防災教育の実態は，以下のとおりである。
①　防災教育の推進状況

②　防災教育に関する職員研修の機会

③　教職員や児童生徒の防災意識や能力の変容

⑵　防災教育の推進における校長の役割
　 1回目のアンケート調査結果から，「児童生徒」「教
職員」「家庭・地域・関係機関」との関わりにおける校
長の役割を整理した。
①　児童生徒に関わる校長の役割

②　教職員に関わる校長の役割

③　家庭・地域・関係機関に関わる校長の役割

⑶　校長会の組織的な取組
　十勝小･中校長会研修部で発刊している教育情報紙
「情熱と覚悟」等を活用して，防災教育に関する情報提
供や，防災教育推進に向けた校長の役割等について明
確化・共有化を図った。
　また，アンケート結果や特徴的な実践事例等の情報
提供を通して，各校での実践や具体的な取組を促進し，
2回目のアンケート調査で防災教育の推進状況や変容
などについて調査することとした。

⑷　「生きる力」を育てる防災教育の充実を図った取組 
①　「町節水の日」出前授業
　災害時のスキルの向上や当事者意識の高揚，給水
作業，行政や地域住民が協力するなど「公助」の大切
さを学ぶ防災教育を関係機関と連携して実践した。
　校長は，行政担当職員との趣旨の共有と，関係機関
との調整に努めるとともに，教科等との関連を図り
ながら，教育課程に位置付けた防災教育を系統的・
体系的に実施するために，指導計画の整備を進めた。

②　研修の機会の創設　　　　　　
　校長は，防災教育担当者の研修機会の確保のため，
様々な研修会等に参加できるよう校内体制を整え
た。校内における防災教育の担当者を明確にし，職
員の研修会参加を通して，その当事者意識の高揚を
促した。
　さらに，職員の研修機会の創設として校内研修を
設定し，担当者の研修内容の環流を図り，職員の災
害に対する知識・技能の向上に努めた。

③　地域の防災力を生かした防災教育
　校長は，地域・関係機関との協働体制を整備し，
保育所，学校，町内会が連携した地域ぐるみの津波
想定避難訓練及び炊き出し体験を実施した。
　この取組により，それぞれが当事者意識を高め，
主体的な行動や態度を育成し，組織的な防災力の向
上に向けた足がかりとなった。

④　一日防災学校
　北海道開発局，消防署，警察ほか地元企業と連携
し，授業の中に防災の要素を取り入れ，児童生徒が
防災について考える一日防災学校を複数の学校で実
施した。
　校長は，児童生徒が自然災害を正しく理解し，自
らの判断で，防災・減災行動がとれる能力を育成す
るよう，教科等との関連を図った実施に向けて指導
性を発揮した。また，これらの防災教育を家庭や地

・防災教育として必要な知識や能力の明確化
・主体的な行動，支援者の基礎を育てる学習内容の明確化

系統的・体系的な防災教育の指導計画の整備

・校内体制の整備
・校内研修等を位置付けた学校安全計画

災害に対する意識や知識・技能の向上による
災害に強い学校づくり

・家庭・地域・関係機関等への情報発信と協力依頼
・地域の防災組織と連携した活動

地域と連携した組織的な防災力の向上
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域に発信することで，防災意識を高める効果も見ら
れた。

⑸　実態把握（平成30年度）
　 2回目アンケート調査による「生きる力」を育てる
防災教育の実態は，以下のとおりである。
①　指導計画に基づいた防災教育の充実

②　児童生徒の防災意識や知識，能力等の変容

③　組織的な教職員研修の充実

④　教職員の防災意識や知識，能力等の変容

⑤　連携した具体的取組，体制整備の状況

　 1回目の結果と比較して，防災教育推進のための
計画や体制，連携の基盤整備が進み，児童生徒・教
職員に変容が見られた。

１　成　　果
⑴　視点 1　機会創設
①　防災教育推進における課題の共有化を図ること
で，校長の役割が明確になり，防災教育を推進する
校内体制づくりと防災教育における必要な知識・能
力を明確にした指導計画の整備が進んだ。

②　校長の講話や積極的な情報発信，多様な職員研修
の創設等により，職員の当事者意識と組織的な対応
力・指導力等の向上，児童生徒の災害に対する知識
や主体的に行動する能力等に変容が見られた。

⑵　視点 2　連携構築
①　校長の積極的な情報の発信と共有化により，連携
の基盤構築が図られ，家庭・地域・関係機関と連携・
協働した防災教育に関する実践的な取組が進んだ。

②　地域の防災力の活用や関係機関と連携した実践的
な防災教育を推進することで，児童生徒の防災・減
災に向けた実践的能力に変容が見られた。

２　課　　題
⑴　視点 1　機会創設
①　校長の指導性を高め，防災教育における検証改善
サイクルの実効化を図る必要がある。

②　校長の具体的方策とリーダーシップにより，防災
への組織的な指導力・対応力を向上させ，災害に強
い学校づくりを進める必要がある。

⑵　視点 2　連携構築
①　家庭，地域，関係機関との連携・協働によるそれ
ぞれの責任と役割を分担した地域全体の防災力の向
上を目指す必要がある。

Ⅲ　ま と め
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